
〈君島

合
i

あ
な
た
は
い
ま
、
毎
日
七
否
六
十
一
号
、
年
間
同
で
二
百
七
十
八
J
:
・六

人
》
:
惨
の
ご
み
を
出
し
て
い
ま
す
。
昭
和
六
十
年
で
は
千
二
十
五
号
、
年
・
:
六

人
M
i間
で
一
一
一
百
七
十
四
キ
ロ
吟
と
推
定
し
て
い
主
ナ
。
「
こ
の
ご
み
を
な
ん

i
六

品
合
:
と
か
し
な
け
れ
、
ば
」
と
い
う
悩
み
は
、
い
ず
れ
の
都
市
で
も
か
か
:
ぺ

合
;
え
て
い
る
問
題
で
す
が
、
昨
年
間
月
に
兄
タ
i
ト
さ
せ
た
「
資
源
ご
・

7

A
M
e
-
-
み
貿
い
ま
す
」
の
平
塚
方
式
は
、
令
お
一
的
に
大
変
な
反
響
合
同
汁
び
ま

4

・行

会
;
し
た
。
市
内
の
ゑ
録
団
体
も
既
に
吉
m
間
十
八
団
体
、
そ
の
取
り
扱
い
e

a

六

人
M:量
も
一
千
五
一
…
一
寸
八
ト
シ
と
、
一
千
世
帯
の
一
年
分
の
畳
に
透
し
て
い
9

a

カ

ム

we--ま
す
。
こ
の
方
式
も
今
月
で
一
年
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

7
γ
ケ
i
A
M

台
!
1
ト
の
結
果
な
ど
を
交
え
な
が
ら
、
品
賞
録
図
体
の
う
ご
き
な
ど
を
ご

i
食

会
!
紹
介
し
て
み
た
い
と
怒
い
ま
す
。

平
塚
方
式
を
支
え
る
人
た
ち

1
役
只
さ
ん
の
滋
の
苦
労
に
感
謝
な

ず
か
り
、
高
万
で
宿
六
回
と
決
め
て
加

主
7
5
結
怖
が
叫
言
っ
て
い
ま
ず
か

ら
、
年
聞
の
ほ
入
が
つ
か
め
て
、
げ
h
p

!日
ι

酬
も
必
て
や
す
ぐ
な
り
去
し
た
」
と

い
J
こ
と
コ
ナ
ョ
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顔
見
一
認

現
夜
、

ζ

の
方
式
へ
白
日
明
日
師
同
体
は

向治会一一一斗
l

六
、
子
山
開
会
八
↓
な
と
、

…
一
日
間
十
八
回
障
で
す
。
市
内
去
、
サ

φ
I
F
ん
な
ど
島
人
れ
る
と
、
拘
七
百
余

一
の
四
倍
が
あ
り
ま
ず
か
ら
、
今
捷
む
蹴

-
帝
に
は
相
当
期
待
が
も
て
ま
す
。
ス
占

ー
ト
か
お
り
二
月
ま
で
、
十
一
か
月
間
白

&
収
支
芝
山
し
て
み
ま
す
と
、
間
格
か

ち
白
貿
い
上
げ
蜜
が
一
千
百
一
一
一
十
八
・

七
二
五
オ
、
そ
の
交
払
い
績
が
九
包
十

四
月
一
日
〈
土
)
は
市
制
判
記
念
宮
(
市
縦
四
十
六

関
川
年
)
の
た
め
、
市
役
所
は
休
庁
し
ま
す
。
ご
み

収
集
も
休
み
な
の
で
、
当
日
の
ご
み
収
集
区
域
の

方
は
、
次
回
の
収
集
日
ま
で
織
さ
な
い
よ
う
お
綴

い
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
協
力
を
。
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昨
年
十
一
月
、
当
緑
町
国
道
一
号
轄
と
の

支
換
に
伴
い
、
痘
埠
「
閉
山
追
っ
回
綿
」
か
由

昇
格
し
た
混
同
選
一
号
線
の
平
境
市
平
塚
か

ミ
ら
ね
木
町
ま
で
の
約
一
三
ロ
の
大
が
か
り
な
改

翠
造
・
補
総
工
事
が
送
設
省
横
浜
国
道
工
事
事

主
砧
判
所
小
田
原
出
鵠
出
に
よ
り
進
め
b
れ
て
い

i
M
る
。
工
事
白
内
容
は
、
備
員
三
十
日
の
う
ち

(
六
車
輝
、
両
側
歩
道
付
吉
)
、
車
道
者
四

車
融
ド
レ
、
中
央
に
踊
一
一
・
五
討
の
グ
リ
J
l

ジ
ベ
ル
ト
を
設
寧
同
委
室
肘
D
幅
員
を

一一一
M
M
ぶ
レ
て
、
ニ
討
は
楠
樹
帯
を
設
け
、
舗

装
を
全
面
的
に
や
り
直
す
。
完
成
は
五
十
五

印
度
予
一
総
工
事
問
聞
は
約
十
億
門
。

混
在
施
工
し
て
い
る
工
事
は
、
宮
也
前
歩

道
橋
か
b
東
へ
五
百
六
十
討
で
、
工
事
費
は

一
惜
一
一
千
六
百
万
円
。
三
月
二
十
七
日
ま
E

に
第
一
期
工
事
が
終
わ
る
そ
う
で
あ
る
。

と
の
丁
叫
慣
が
尚
昆
泌
す
る
と
、
グ
5
1ジ
ベ

ル
ト
と
拍
品
間
帯
に
よ
D
、
美
畿
の
保
有
と
騒

音
、
排
気
ガ
ス
防
止
に
役
立
つ
新
し
い
原
道

が
生
ま
れ
る
と
と
に
な
る
。

平

ι
H
D交
渥
響
敢
に
は
、
い
る
な
お
、
曜
日
前
川
支
は
、
土
・
日

い
ろ
な
特
叫
慣
が
み
ら
れ
る
a

そ
の
関
内
闘
の
発
宅
か
自
立
っ
て
い
る
。

亨
な
も
む
を
あ
伊
て
み
る
と
:
z

行
動
半
径
白
せ
ま
い
字
問
白
事

子
供
塁
遜
勢
故
の
民
地
症
し
ゃ
放
は
、
塁
選
ぐ
が
織
も
多
〈
、

ず
い
時
間
は
、
下
校
時
あ
る
い
は
特
に
半
径
玄
十
肘
以
内
が
ρ
危
険

下
校
時
後
白
一

5
一
一
時
間
白
聞
に
地
帯
H

a

低
母
齢
層
と
な
れ
ば
な

震
も
多
〈
発
生
し
ど
い
る
。
特
に
る
ほ
E
、
自
名
付
返
で
白
事
故
が

午
憐
四
時
h
r
b六
時
ま
守
的
時
鴎
多
い
こ
と
を
、
お
母
さ
ん
方
は
党

が

喪

注

意

。

え

て

お

い

て

い

た

だ

き

た

い

も

白

壁襲E霊寝言葉霊童/綴菊地震行政セン空甲骨(22)2711 
<>法樺相談毎月第2第 3金曜日 13時-1古持く受付昌時半、電

誌でも百η

やその他の栂談、毎月数背相談、交i軍事故相談、内静Htl談、高

齢者職業招談を行っています@

。泉市合縄栂談 3月24日 13時-18時 平塚駅北口実番前

〈相談は法律相談、教湾招談・安当監事故栂談、熊致、市政一

級相談なと3

議後会童室内摺談室霊智(33)忽33
心置Zむと穏談・毎週河臨8 く第5を除()13時 -151!a'
母子相談・平目、事時--15時3()分・常識

撃疑問霊童相談 e平呂、 g時 -16持・常設

高齢者職業相談・平沼事時3D分-16時。常設予災受け持廿{立本留君主害事始時罪悪から

市渓相談窓/市役所管(23)1111 

一般法律椙談・ 4月118(火繍Eヨコ・ 13時 -16時 人数lこ街J寝がある

人権滋揮相談・ 4月 38(月曜日〉・ 13時 -16時
行政吉苦情相談・ 4sl3日〈月曜日〉・ 13時-16時
登記相談・ 4月14日 E金盟国) .13時-16時
宅地建物相談・ 3sl288(火曜日) '13時 -16時 人校:こ制磁がある

住宅相談.3月208U地曙悶) '13時 -16時
手話調理笑〈特許〉棺談.4日3日 ζ月曜日〉・

下請取号!巡回あっせん・ 3月18臼〈木曜日) . 

消望者生活相談・毎週水躍8.器時-15時
青少母相談。平目、自時-1出帯@常設 E習p年喜重3
φ交通 事故穏談毎週月曜自 .10時 -16時場所あ車交金協 会 内

⑫教脊相談・月曜韓日~金曜曹関 e君 涛-1事静教青研究所相談議

、 一 一一一一一一 一



立

辞行者の量迭を守るため、自分の自転車は

他人む迷噛こならないように置きましょうe

，蕗転車を移動します一一，

i 平塚駅南口む交護点付近に紋援して 1 
{ ある自転車は紅谷町駐車馬車問に移動 } 

{ ずるので僅かないでほしい。 1

す
が
、
場
内
に
よ
っ
て
は
、
政
界
常
て
い
る
と
白
い
い
切
れ
ま
せ
ん
。

識
と
か
、
業
界
常
識
、
あ
る
い
は
行

ζ
の
輔
の
常
識
は
、
市
役
所
内
だ

政
婦
識
と
い
っ
た
ぐ
あ
い
に
、
や
や
け
で
適
用
し
て
い
る
も
白
で
ほ
な
く

等
角
的
な
意
味
を
合
め
ず
従
わ
れ
る
市
民
の
側
に
も
ふ
吉
市
思
い
込
ん
で
い

と
と
も
あ
わ
て
ま
す
。
会
場
合
が
多
い
よ
う

τず
。
長
い
年

多
く
の
行
絞
漏
出
耐
の
向
に
は
、
長
月
白
聞
に
慣
例
と
な
h
u
、
そ
れ
が
常

私
た
ち
は
、
平
素
な
に
げ
な
く
と
い
え
縫
い
吹
き
て
い
る
き
ら
わ
い
行
政
経
緩
に
裏
打
ち
さ
れ
、
「
な
識
と
な
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
罪

認
識
」
と
い
う
急
務
を
使
っ
て
い
が
な
い
わ
U
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
宮
ず
れ
が
行
政
上
の
常
減
な
の
か
」
が
常
珠
山
よ
し
て
定
着
す
る
た
め
に
は

ま
す
。
「
そ
ん
な
ζ

と
は
常
識
で
考
「
常
識
」
と
い
う
の
は
「
普
通
一
と
い
う
夜
一
臨
む
余
地
め
な
い
も
の
も
そ
れ
な
り
の
索
引
J
~な
理
胞
が
あ
る
こ

え
れ
ば
わ
か
る
だ
石
フ
」
、
「
そ
れ
般
人
が
持
っ
て
い
る
標
準
的
な
知
識
少
く
あ
り
ま
せ
ん
。
「
な
ぜ
か
」
と
と
は
理
解
で
き
ま
す
が
、
あ
ま
り
に

弘
官
官
軍
↑
/
国
品
開
鯉
力
、
判
断
肉
、
問
問
升
問
な
富
喜
一
つ
乙
と
自
部
が
非
常
減
だ
ち
隔
識
化
し
て
し
ιま
う
と
、
毒
陸

輪

54F額
彰
マ
ー
リ
苦
慮
議

;
E
h喝
?

の

情

勢

の

変

化

に

認

し

え

な

い

場

一剤一
ι

〓

噂

波

野

撃

脇

持

総

滞

在

三

し

て

ム

口

も

で

で

き

ま

す

。

京
一
週
緩
線
機
働
能
監
秘
綴
噛
鳴

A
P

「
な
ぜ
、
そ
れ
が
常
識
な
白
か
」

d

必
勝
畿
鵜
習

d
理
司
1
ど
房
総
合
し
た
も
の
」
だ
と
吉
氏
て
と
い
う
の
だ
と
の
場
合
白
常
識
で
と
い
う
ま
ま
富
を
提
起
し
て
ふ

/
い
ま
す
。
も
っ
と
志
、
実
際
に
は
、
あ
る
ょ
っ
干
ず
。
し
ゃ
レ
、

ζ
れ
と
る
必
要
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

は
常
識
以
前
の
問
題
だ
」
と
い
っ
た
も
っ
と
く
だ
け
で
「
当
た
タ
ま
え
白
は
辺
な
場
合
も
惑
外
に
あ
る
も
の
で
「
柏
市
請
を
疑
5
」
と
い
う
表
演
は

ぐ
あ
い
に
で
す
@
そ
し
て
、

ζ
の
種

ζ
と
」
あ
る
い
は
「
謀
て
も
w
f
h
つ
だ
す
。
「
神
助
金
は
出
す
の
が
当
hu

間四い滋日開で徒一
F

勺
場
合
が
多
い
の
で

の
常
識
に
欠
け
て
い
る
人
の
乙
と
を
と
思
い
込
ん
で
い
る
も
の
」
由
意
味
前
」
「
側
抵
は
つ
〈
る
の
が
当
熱
」
す
が
、
私
が
い
い
た
い
の
は
「
常
識

「
常
織
の
な
い
〈
」
と
か
「
非
常
識
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
足
柄
誠
」
に
「
小
'
中
学
校
の
植
樹
は
専
門
業
者
と
さ
れ
て
い
る
そ
の
毛
の
」
に
疑
問

な
君
主
か
い
い
ま
す
ロ
つ
い
て
の
「
常
識
悩
解
釈

E
E
写
で
や
る
こ
と
に
き
ま
っ
て
い
義
げ
か
け
て
き
と
い
う
ζ

と
で

し
か
し
、
ち
て
ょ
っ
と
考
え
で
み
る
い
っ
た
ら
よ
い
で
し
ょ
っ
引
V

。
る
」
、
あ
る
い
は
「
市
の
駐
車
場
は

7
e

と
、
私
た
ち
は
、
常
誠
と
い
う
一
冨
引
用
己
の
長
つ
に
、
常
識
と
い
う
白
一
は
]
切
燕
説
」

i
乙
お
り
は
そ
れ
ぞ

を
易
ま
り
仁
も
安
易
に
考
え
、
何
か
古
来
な
く
一
般
的
な
も
の
を
さ
じ
ま
れ
一
濯
が
あ
D
、
必
ア
レ
t関
連
つ

大完封震に襲われれば、恐怖由あま

D身がす〈んでしまい、とうやっ

てガスやスト}ブの火をf惜しむ

いくか? それには日一

;:>25く

自転車蜜揚7肝不足している由で、

釈まで10分位四方除、健康のためにも、ぜひ

捗いτいわ耗意たlt"f"-

健康のために歩こう

言十翻謀計図保 τE，I..2荘一Illl 肉 親42'事

01まってでも潟しにい〈という億

意と、 「此畳?婚をまッ /Jとい骨

骨貯声在・・調'
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楽
し
い
惑
い
出
妥
結
時
間
込
ん
必
需
況
の
キ
ャ
ン
プ
で
し
た

「
時
に
は
慾
が
曹
替
え
一
だ
n
d
i
i
」

ナ

i
ン
チ
ヤ

2
7

島
た
ち
の
謡
鮮
も
支
の
そ
の
結
菌
学
級
喜
ノ
に
し
た
章
者
護

京
背
件
数
怠
』
っ
て
、

か
。
市
で
は
、
昭
利
円
い
1

年
度
か
ら
平

協
也
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
計
斉
た

ち
(
阻
草
稿
1
部
議
〉
キ
ト
対
訣
に
九
吋
、

青
虻
教
室
を
問
問
減
じ
ヌ
い
る
。

と
の
教
零
時
ぎ
な
が
ら
致
事
ポ
ユ
深

め
て
い
た
だ
乙
う
と
い
う
も
の
で
「
学

習
と
仲
間
づ
く
り
」
が
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
。
そ
の
内
容
も
系
~
H
A
J
d

は
じ
め
、

華
道
、
主
輩
、
写
真
、
教
員
、
ベ
ン
ピ
ナ

絵
図
、
料
理
、
手
E
之
、
レ
夕
刊
J

ン
グ

な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
学
級
が

用
意
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
何
週
一
回

特
わ
れ
あ
学
習
の
A
A

け
い
間
に
は
-
仲
間

そ
泊
る
つ
ど
い
」
「
野
外
活
動
」
一
県

外
研
搭
」
「
会
議
D
一一ク↑
D
ス
マ
ス

の
つ
ど
い
」
な
ど
、
損
し
い
課
外
授
茶

色
が
廿
わ
れ
租
見
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日ごろ、市のいろいろな線設を見る機会のない人へ

みなさんの税金はこういうところにも使われている

市政に関心と主主鮮を、そして私たちのまちを知ろう
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。持参するもの 弁当、水筒、はきなれた
eY、交通約 700[.'3準備する

〈昼食コ，サ二七屋蜜語司令福祉会館 e市夜明

費用無斜仁昼食は各自でむ用意くださいコ

定 員 50人仁定員をこえた場合は抽選します〉

同申し込み往復はがきf~住所、民名、電話番号を記入のうえ
正午254平塚市弘明町9藩 1号 勾器市役所泌審広報課コヘ3

月22臼ぐ泣く〉までに申し込む。

怒さ当 体害事謬 一家腕



床下散布母程表

E旭地区3
4Fl 31ヨ

タ 3li 万国王i塚同治会

p 4日 高担問治会

タ 5日 下山下自治会

タ 6日上111下自治会

ク 7口 万国自治会

'" 8臼 出縄自治会
d' 11日 根坂間自治会

ク 12臼公所自治会

タ 13R 河内自治会

fr 14白河内自治会

，p 15日後延自治会

ク 178 徳延自治会

ク 18臼纏自治会

l' 19日纏自治会

3ネI;J、下IJ<:号でお知らせする

ヲ金援をJiる会 i 
土裳と月の観察をしようーャー i 

お誘い合わせのうえ

おでかけを

とき 3月18E1(二七〉
午後2時~3時30分

ところ市渓センター

く〉演題 「文芸主的雑感j

く〉定員 80人仁先着慣なの

で早めに〉

<>議筋 f持家棟E耳博民

社会教育課脆人教育係

TEL23~1111内組524

a とき 4月 18日〈火〉午後5時から7持。!

-申し込み 4R8日までに往復はがで博物 i
豊富へ。多い場合は抽せんでお人。なお、小 i
学生以下は父町司伴で申し込みを

女自然襲霊察会 γとき 3Rお臼〈臼コ午前11時~午後2時; 制土なし Fあべこべものがたl:lJ
ョ ζ ¢時間内なら、お好きな時間にどうぞ.' ! 影絵「ききみみずきんj

一地形図の箆方在学ぶ一 ;ーとζろ博物腕開lの芝塁側天の場合は rレコードを鶴きながらみんなでうたいま
@とき 4月 9日仁臼) ， 館内ロピ…コ i しようj

・ところ 高齢L均三ら持苦情平付近 i合博明舘 千加浅間町12-41 33，-5111 ! 
ー参加費 150F弓 j 蛾搬麟制轍糊雌蹴欄醐繭繍融調 1*登録替え
晦申し込み 3月31日までに往復はがきで博 j 緩幾務努脅謬饗幾議経野警議議幾鐙脅誉議議緩 50年度に登録された方的j用券に50、51、
物館へ。多数の揚合は招せんで30人。 護襲撃踏襲欝審議襲警護軍襲撃翠 i 52の 3年度分の印がうたれている〉は、今月

γ一一一一一一一一， i 鱗繍欄鞠欄 盤離職離輸概鱒蹴鞠 iで有効期限が切れるので、 4月以嘩宝掛替え

j湖磁 会 C新著挟顕紹介コ ;をしてください。

! 03 J:i26日〈臼) 1勝 と14時 j E1、52'号度に殻録されたガには、住所を確

一一気揮にお茶吾楽しみましょう一一 i 筑廷と職場と安全邑j カラー20分 j認したうえで 3の印をうちます。同じ利用券

博物館では、市民のみなさんに館内の茶室 I rわたしの制まあちゐんJ カヨー40分 jで引き続き倍Dられます。
を紹介しながら、茶寮前の芝生でお茶を味わ! '''-:'.，'-，v:::.:::"，，-，，;..;，lrv.J ，_'''''- -C<V./-.' !食休館日

っていただこうと、野だての批苦悩した。 刊こども挟習会 C賭附紹介) i 醐月曜日日制服細目月間〉

当日の運営昔、平塚市役所の端部「なっ i0 3月19日仁田) 1僻 と1時づ日 i 市概念日 (4月 1日コ

品会JV，こ欄いして、気軽に械を敢ん古い rあれはだれ ?J カフー2m 1 なお、体制がひとめでわかる悶輔

ただ乙うと準備している。 irペノレとかいりゅう去子J カラー20分 i ヵレジダ-Jができましたので、カヲンタ

日曙自のひととき昔、気軽にお誘い合わせ i大こどものつどい ! ，_でお受けと Dください。

のうえお出かけを。.c~ 1) 3月24沼〈金コ 1必時 i女五罫著書摺 干254 浅間醒J12-41(31) 0415 

t川間附1η川川"附"川1

主瀦霜の試古れる時上下 丹羽文縫

いま旅立つ君に タ熔田L山臼博

摺子を⑫喝 なだいなt~

綾長太平記 l 半村民

審軟叫伏記 藤沢周平

七里タ院 主主内寒弥

私の中のすλ〆YブノLグ 苦対楼

愛の証明 詩聖子綾子

眠匿の男 潮戸内晴美

実験的生活 佐木隆三

うつつ111 中翠t君子

女の家廷 平岩弓校

ク Dスマス・スパイ れつレッド

灼""白水平越 田中光コ

堀部安民衛 池波1E太郎

ゴY三?の芭の懸賞金 と下阿久悠

山川山/ンフイクシ弓ン H川η川山1υ"川1

思考のアヨぺスク 雪莱荏津F買宇民荏
セピア色の本担榔ij 永k品畑田」読霊ヨ予ζ 

マイホ}ム誕/促セ 阿[閏苛誠三三三

思レい、逮いの科学児 }下丙f牢子対木木〈国夫{他也
銑遊白語る日ニ本広の近f代巳 原悶勝工正E 
山に荏溜塑紡古か主寸オれもて 白旗史賂

私説コメ玉デ含イプン史 沢倍磁治

ノ、七Uて勺bはぷf生主きている 安弁f信言直熔耳
円r高嵩 古註注謀久雄他

私たちの世界池E肉巧 竹村漣一世筒B 
鐙E凶誼なる糟神 7 本三多与勝一

はる7かうhミ壮な盟アノルレぜyコナ芥ン 伊長原烹華読元叩一. e 

日本文学を読む fドごナノルレ}ドε.キ向y
草醍里めて見る夢 大茂悲芝みな子

=ラライフヲ一クの見つけ方 井上霊富富縫

什川'"川1川1“3
Eば工らの造花 飯 E問百深士雪雪怯
ガン乙わ〈ない8凹9のj方王法 飯畠主登主

苅謂F潟垂巴室 方誹す銑縫

*柔剣道初2乙、者数窓
.4 月 8 日〈ことコ ~9 月初日?広明火・*.士

。ノ'J¥中学症は午後4時から 5時まで。勤労青

少年は午後6時から7時。

定員になDしだい締め切る。

人勤労青少年，，30人

公美術教室
食デッサンコース

・ 4 月 11 臼 ~54担 3

按 6時30分から B時30分までa

a事汐主青少年20人世対象

脅油う金コース

・ 4 月13 日 ~54"手 3 月初日

午後呂時3自分から8時30分まで。

.勤労青少年2白人を対象
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1週間 11しか、三種混合、ィ Ii 
ンフしエンザ I i 

1;:11 

つi
特効接穣に必婆なもの ! 20日須一館叩民館 ; 

i *金田公民館 i 
⑤母子健康手帳仁転入した人はi日住 i[5月J !巡路日程

新 で 使っていた母子醐手掛 i別 措公民鍔九日公民館 1'4月お臼崇醤公民館旭公開官
②問診票〈ζ 白里民は必ず援で記入し : i 民中央農協土沢支所 ; *中央農協土沢支所
て体温 制定してき亡ください，) i 24自 大 野 公 民 館 横 内 田 地 集 会 場 i1}- 26日 大野公開官

<>予防接種を受けられない人 1 7.(穀回公民館 ; 横内白地集会場

①予防接離を受けて 1遊間たってい! 25臼 須賀公民館民松原公民館 j 国豊田公民館

ない人。創立しか、 BCG、種痘、小児 j *金回公民館 i ~ 27日 須賀公民館

可ヒ生ヲクは、それぞれ 1か月の関! [6slJ i 出松際公民館

障害をおかないと受げられません。③ i27日 崇蕎公民館旭公民館 j 民会回公民館

その他、有無L患者、けいれん性悼圏、 i 束中央農協士沢支所 l fr 28日 中原公民館金日公民館

品構血管品、腎臓または肝臓に疾患 i28日 大野公民館横内問機会場 j 締崎公民館

があり医師にとめられている人。! 京豊田公民館 i 5月告白 神 間 公 民 館 八 幡 公 民 館

聞は現在中止されています。ぉ i29日 須賀公民館区松原公民館 j 
まちがい のな いよ うに; *金田公民館 ! .t・ 10日

;[7月1 ! 平語市民病院
j 25日 中原公民鮪金自公民館 j 
i 民岡崎公民主官 t 

! 26日花水公民館平塚市民病院 ; 

i 27日 神田公民館八幡伝民館 i 
i ※執島公民館 ; 

毎月実臆しています。受けやすい 1! [8月1
骨受けください。 i298 中 原 公 民 館 金 回 公 民 館 i 
. r第 1期 ]-3["]受ける ぬ潮崎公民館 i 

t主役2設から 4投までの幼児。 i30日制公民館平塚市民病院 i懸鳩・ 初 回 接 持 当 日 に 硝 摘 を

E接種間隣は 2回 3回とも 3週間 !31日 神田公E号館八幡公民館 i 経過して 6煮に速するまでむ幼氾

和ら B遣問 i 民棋島公民館 1 c1週間の間爾で 2回受ける。コ

Z第 2期 1-1司受ける ! r 9汚] ! 追加昨年初回接縄を完了した幼

1期の 3民自治;持ってから 1年!26日 中原必民館金自辻民館 j 児c1回〉
ら 1年半までの期間に受ける。， 斑岡崎公問自 i I覇時間・ 13時 30分"'15時まで。ただ

E生後4歳までに問問完了:;- 1 278 :a7l<公民館時市民問 j し封印の矧;立l剛山5時。
ることが望ましいロコ ! 28日 神田公民館八幡公民館 i駿巡回日程

糊 1期が終了して第 2期 ω接種を j 民城島公民院 i [1閤Ell
していない幼氾は、 6歳まで受け j※小学校入学前印、月の烹器盟告は! 5月30臼 油公民館

られるくただし 5有半から 6歳未 j現在中止容れていますa おまちがい j 県中央農協土沢支所

織の幼児はジフテDア、阪信風む二 iのないように。 j 931臼 崇蓋公民館豊閏公民館
種混合。 4壊以よで初回から始める i--- _-_ ; 6月 1悶 大聖子ノA民 館

如料L包依につ叫U
け問る。:) -- - ------" - 1 1 4刊舟 ~5刊月 j i ρ2臼 須繍賀公即富

滋時間ー 1正時30チク.......15時まで。ただ i '̂""一司 S 匂戸 市 …嗣 i ※松原公民館

し封印白会議日立14時 ---15時 i 鵠鰭務機鰭鵡織鶴鱒鱒鞠韓親臨臨鶴融轍輔 j 持金田公民館

[3月1 ! 畿務閣議鰭警務溜議務務遂 ?- 13日中島其公民館仙沼館

22日 中原公民組平器市民病院 j 畿銀媛翠援護諺窓議察緩援護霊 ?-' 14日 平塚市町丙院
23日 神問先民餌 八幡公民館 i 一一一一町一一切由町一一一一 ! 国岡崎公民館

京域島土品ミ館 ! 重富対語・接種当日に満3か月を経過 1 ? 15白 神田公E主棺

24日 花水心民間全日必民館 i して、 18か月末備の乳幼OIlC満18 i 民地島公民館

洲崎d紛土判的 ; か月に達しないうちに 2回の服用 j ク 16日 花 水 公 民 館 八 幡 公 民 館

C4Yll i をすませる〉健康上の理由で受け ir 2間Ell

18白 崇善公民間 7国公民館 i られなかった人は、満4歳に達し! 6J'l6日 旭公民館

〉夜中央捜協支所 i な い5ちなら受けられます。! *中央授協土沢支TjJT
19日 大野μ民館横内団地境会場 i覇軍時間・ 13時30分 -15時まで。ただ! ? 7日 崇蕎公民館

同駿田公民館 j し※印の会場は14時-15時。 i ※盟問公開宮

i 

-事業所統計謂宝吾川 80.人
募集人員.住宅統計調査山… 2∞人

・事業所統計調査……5月15臼

調査問，住宅統計謁蜜……・10Jl1日

指 定さ れた 地域 に調 査費 者配布

内 容し、回収する。その他鵡単な謹類

の作成。

事費 税 1調査あた'015.脚内-20.∞OfIl

申込み観勧喧接おでかけを。

連絡先・市行政諌統計調蜜蝿 T藍L2正→H!

6月 8日大野公民館

横内部地集会場

ク百臼 須翼公E号館

民松原公民書官

民金田公民館

l' 20臼 中原公民館金白土将校宮

ク 21臼 平壇市民問院

出岡崎公民館

? 22日神間公民館

同お忠明公昆技官

p 23日花京公民餓八幡公民館

自己 Gl禁種

覇軍対襲・満3か月を経過して 4歳に

達するまでの乳幼児で 1回も受け

ていないお子苫ん。

豊富時間・ 13時30分~15i時まで。ただ
し民印の会易8¥;;)-:14時 ----15時。

重量巡回目寝

9月11日 平塩市民話当防

》夜中央農協土沢支所

ρ128中原公民館

X豊田公民館

ク 19日神間公民館

*城島公民館

ク初日花71<公民館八幡公民館

軍事判定日 CBCG接種〉

9月13百 平塚市民病院

京中央農協上沢支F斤

タ 14臼中原品民館

京建国公民今宮

ρ21日神田公民館

出掛島公足踏

f- 22日花水公民鍔八嶋公民館

民地の地[K[立、後半 CIO月-3月〉

にあります。

3月22臼

1-- 23臼
-:-28日花水位民館

4月 4日中原公民館

-:- 6日

l' 11日

夕 13臼怨公民館

c.. 14日市役所B会議室

ー一一-0一一一一一-0一一一一
会 壌 が 変 更

さきにあ咲日らせした3月21日の富

一七党公民館の青児相談[;1:、都合によ

'03 }守22回 α()[こ変更になってれ

ます。お間違いのないように。

初出て挺娠された方をき対象に母親

教室哀を調きます。なるべく妊娠 7i)'

月までにお受け〈ださい。時閣は13
時c30分からお時まで、母子漣康手帳

翠記用具をお持ちください。

公平塚市役所揮月実織

日手芸 4月 4白、 108、17臼、 24日
草雪崩 市役所B会議室

申 し 込 み 電 話 か ハ ガ キ で

浅間aJ9-1市保健衛生課

喝話 23-1111内輪259• 260 

公平塚保健所…偶数月

日程 4月 5旬、 12日、 19日、 26日
揚所平底保長sslr講堂

申し込み第1日目に隆援会場へ

家庭の主婦を対象にミ到しがん検診を

行います。時間は13時30分から14時
30分。先ュ語40人まで受け付けます。

3月22臼土曜公民館

タ 30日吉沢公民館

一一一保健所だよりー~
e平芸家保健所仁電話32-0130)

母子短康手帳をお持ちください。

関場所平塚保健所

麗量時間 13時 -14時ま芭

[3か月兇検診3
4月 7日 52与 12月 1日一10日明

1-' 14日 52年12月11臼~訪日主E
9' 218 52年121J21 日 ~31日公

[3歳児検診3
4月 68 5田平 2月 1日-10臼:':1:
? 20日 50年 2fJll日-20EI主主
? 27日 50年 2月21日-288主主

主E棒 10か月から12か月未満白掠ち

ゃんが受ける健診です。受診で君る

医鞭機関が誤られます。くわしいこ

とは探健所におたずねくださいe

。とき 5月14日〈日〉
く〉ところ江陽中学校
。参加資格 市内に鹿住・または事業所で働

〈人。チーム編成は原則として事業所単位と
する。

仁日産車体労働組合内)21-7140 
0官公庁@街逮・そ白他〈市役所生活諜)23-1111

C締め切ザ 3月318C金〉
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lJfHlJiv勿保ン主ーでは、捨て犬による野犬

の崩加と犬による与を紡〈勺ヒめ、今月も民の

LH誌で不用犬の巡回収容を行う。

ち日犬を11':される万は、 f日1かんJ r犬の鑑

オLJ r注射器守主j と愛犬手艇を持警のうえ会場
へお出かけか。なお、!虫持車白停留時間は5分

間なりでおまちがいのないように。

今汚の枝容臼 3Jl22臼〈水〉

訪問古沢公民館 10' 15 官公民館

10' 30 櫛搬会館 初'40 富昆公民館

10: 55 花Jく公民館 11 邸 調主要公民館

11: 15 松原公民館 11: 25 県合同行苦言必1
11 '40 I日間J之宮公民内13・45 神間公民館

14'∞真正公民館 14匂 10 車中原公民館

14' 20 時間公民賠 14' 30 掛島公民館

14'氏}金問公民鵡 15' 05 岡崎公民館

15' 2白 金臼公二、と如

コゴメは、ダンゴの崎[ごします。1
a コヌ二3ドクシ 玄米合白米にい

た緩量、 ζ れを山正とヌガを分ける。

鳳ダジゴプノレイ 米を石田でひ加

て掛にし、とれで米と粉を分ける倉

@キヌプノしイ句。とくに、きめの績

かい粉をとるのに使います。

百四あらい順にあげると、以え
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ウシ、細かいもZツ立フノレイと坪Gま

れていることがわかります。

写真のトクシは藤fコツんで律令

たものでT~人自の細かいものは

金網〈鉄、軍司〉を主主，たり、ヲラ

ゴジに使うフルイはF奇心ちを絹ほ

したDもしています。

今では波書込町粉慣が出釘Eフ、自

分の家で米やノ'j，麦・ソパを粉にひ

くととはなぐなりましたが、昔出

どの家淀でも石臼で粉にひき、ク

ドy ・Yパ号夕、ンゴなどを作って

いました。 ζ うした時代にはアノレ

イやトクシは占腎品であったわけ

です。日常使っている道異にも回

全向け、それがどのようにで書、

ど?かわってきたか、そして、な

ぜかわったのか考えてみましょ

民お尋ねは博物館 α3-5111コ

ぃ~ーん喜 γ 日刊v、

私たちむ暮らしの中には

脅から伝わり、続けられて

いる行事やしきたDなどが

た〈さんあります。 ζ うい r 

うもむにヨを向けJ主活の控室 〆

史を考えてみましょ ?o トウドウシ ζ今はほとんど世われなもつ j

フイとトウシ

私たちは生きZらために、日に何

度かの食事をします。それに使う

道異や調態用具あるいは食べ物そ

白もむもlC培、 2()f宇部とは;大きく
かわっています。 ζ れζ そ臼常茶

叡のζ とですが、そうしたζ と白

移 Dかわbも私たちの生活の歴史

を考えるよで忘れることはできま

せん。

今回と担あげるフノレイやトク主ノ

は穀物や紛の精粗をふるい分ける

道具ですが、食べ物や謂照用具の

変化、授業の機械化の中で使うこ

とが少なくなった道具のザつです。

そこで、平語周辺で使われていた

フノレイやトウジをあげてみます。

a モミドクシ e 穏のIL~夜後、モミ

と来脱穀の穏とを分けるもので、

古〈は離でできたトクドクv 写

真コを使いました。

a プタド'7Sノ輔の籾

D後、

@ヒキク]}ドク三ノー大変を石EJで

ひきわD、割れたのと割れてない

のを分けるのに使います。

・砂ヌキ日米に渡った砂を主主ぐ。

・米[(!:)"シ e主主膏の良い米と惑い

米仁コゴメ〉を分けるのに使用。
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さ
~教育研究所33-212J~

01担問日程・ 3)']16日 Cね高砂書料工業/

3月23日〈木〉午前一向製作所、午f卦ーモダ

ジプラスチックヱヨ是/3月261ヨ仁丹〉横内地

区自治会仁午前一横内公民館、午役一揖内団

地集会婚前〉

山一一く〉く〉ご協力島りがとうございましたつく〉一一

三協化学61.2京、平場理工子組合2621広 三只イと

rT;じ業73本、泊二市高校 156*、神田地f自治

会 134本、自主事ユニパ~ÿル29京、住友重機

35本

く〉とき 3月設13(路) 12時30分間演

く〉ところ市昆センターホ…Jレ

HH演図体3平揮合唱旬、花オくヱコ}合唱罰百 まとか

口日ラス、護の金、フヨヲ日コーJレ、コーノレカノジ、

コールグリ…ジ屯ポア、コロンブ、平塚長声合唱fB
ポコア・ボコ、たんぽぽ白金、ふじみのコ}ラス、か

たつむ!J、富こ七l'1iママさんコ…三ラス、きずな、平塚涜
昔、コ}ノレ・ナデシコ、コ}ん，議不o

※入場事長護者には、入主襲撃愛者挙後常災センタ

(32-7135)で銃布している。
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